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概 要 Abstract

成 果 Results

普 及 Dissemination
1．⼟壌物理性不良に起因する低収そば圃場において、不良要因の特定および不良要因に

対応した改良法の選択に活⽤できる。
2．通⽔空洞（補助暗渠）の施⼯に当たっては明渠排⽔に接続する必要がある。

⼟の堅さ（堅密）には全層⼼⼟破砕、⼟の⽔通りの悪さ（透⽔不良）には通⽔空洞の形成、
これらにより、そば畑の⽣産阻害要因が軽減され、収量性が向上した。

緑︓効果ナシ

＊これより⻑波⻑の⻘⾊では効果がない

明るすぎは
⼤⾖⽣育に影響
するので注意そ

ば
低
収
圃
場

↑通⽔空洞

本研究は、農林⽔産省委託プロジェクト研究「畑作物⽣産の安定・省⼒化に向けた湿害、雑草害対策技術の開発」により実施した。

そば畑の⽣産阻害要因
➊畑の作⼟下の堅さ（堅密）

❷畑の⽔通りの悪さ（透⽔不良）

➊ 全層⼼⼟破砕により堅密層を破砕 収量5割向上（A圃:128kg/10a)

↑進化した⼼⼟破砕は下層の⼟の持ち上がりが少ない。 施⼯後の溝は軟らか〜に。
カットブレーカーmini

10mm

V字溝内の
ち密度

❷ 通⽔空洞により透⽔性向上

↑カットドレーンは⽣産者のトラクタで通⽔空洞を施⼯できる。

現場でできる〜⼟壌物理性不良要因の診断と改良法選択のための⼿順〜

⾃らできる畑の⼟層改良

基準浸⼊能
（ｍｍ/ｈ）

空洞上
748

収量4割向上
（Ｄ圃:171kg/10a)

無施⼯は23mm

⇧通⽔空洞 ⇧通⽔空洞

施⼯1年半後

基準浸⼊能は円筒を打ち込み
減⽔する速度を測定する。物理性以外の低収要因

未満 未満

（ち密度20mm） 以上

未満
堅密 かつ
透⽔不良 後に可能ならば通⽔空洞

通⽔空洞の施⼯
以上

100mm/h
堅密 全層⼼⼟破砕の施⼯

全層⼼⼟破砕を優先、

➀堅密層       と 透⽔不良を 確認 ②不良要因判定 ③有効な物理性改良法
深さ40cmまで

以上
100mm/h1.5MPa 透⽔不良

貫⼊抵抗値

基準浸⼊能

⼤⾖畑改善指標値：Ｈ17年普及推進事項
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